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２
月
22
日
（
金
）
西
寒
野
区
（
松

井
重
敏
区
長
１
５
９
世
帯
）
で
、
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
訓
練
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
、
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
の
こ
と
。
実
践
的

な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
と
同
区
の

自
主
防
災
会
が
主
催
。
区
民
や
消
防

団
な
ど
、
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
大
雨
に
よ
っ
て
緑
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
町
災
害
対
策
本
部

か
ら
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ
た

と
想
定
し
て
開
始
。
災
害
時
要
援
護

者
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
、
災
害

対
策
本
部
へ
の
連
絡
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　３月15日（金）豊内の甲佐町放課後児童

健全育成クラブ「くるみクラブ」で、防犯・

交通安全対策講話が開催されました。

　児童の防犯や交通安全に対する意識を高め

ることを目的に、町が主催。同クラブの児童

や保護者など約20人が参加し、町くらし安

全推進室の清水明室長が講話しました。

　清水室長は、「子どもの交通事故は、交差

点や路地からの飛び出しなどによるものが多

いので注意して。また、知らない人には絶対

に付いていかないで」と呼びかけました。

甲佐町に特色ある商品を　
第３回「こうさんもん」認定審査委員会

非常時の協力体制を確認
西寒野区で災害時要援護者の避難訓練

児童に交通安全呼びかけ
町が防犯・交通安全対策講話を開催

▼白熱した議論が繰り広げられた甲佐ブランド「こうさんもん」認定審査委員会

▲「くるみクラブ」で開催された防犯・交通安全対策講話

▼

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
へ
の
支
援
の
仕
方
を
確
認

　
２
月
23
日
（
土
）
町
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、
第

３
回
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん

も
ん
」
認
定
審
査
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
と
は
、
町

が
認
定
す
る
特
産
品
の
こ
と
。
同

委
員
会
（
松
永
千
代
藏
委
員
長
）

は
、
学
識
経
験
者
や
特
産
品
の
加

工
や
流
通
、
販
売
の
専
門
家
な
ど

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、「
甲
佐
町

ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
商
品
で

あ
る
こ
と
」、「
独
自
性
・
優
位
性

が
あ
る
こ
と
」
な
ど
７
項
目
の
審

査
基
準
に
よ
り
、「
甲
佐
ブ
ラ
ン

ド
『
こ
う
さ
ん
も
ん
』」
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
審

査
。「
こ
う
さ
ん
も

ん
」
と
し
て
認
定
さ
れ

た
商
品
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
本
町
の

信
頼
で
き
る
優
れ
た
商

品
と
し
て
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
出
品
者
は
、
商
品
の

特
長
や
、
開
発
に
あ

た
っ
て
工
夫
し
た
点
な

ど
を
発
表
。
委
員
は
、

認
定
申
請
品
に
対
す
る

審
査
の
ほ
か
、
効
果
的

な
販
売
手
法
に
つ
い
て

な
ど
、
出
品
者
に
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
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　３月２日（土）町生涯学習センターで、平成

24年度甲佐町人権教育講演会が開催されました。

　同講演会は、すべての住民が心豊かに暮らすた

めに、お互いの人権を尊重し合い、差別のない明

るい社会の実現を目指すことを目的に、甲佐町人

権教育推進協議会（赤星眞照会長）が主催。町民

や社会教育関係団体、企業関係者など、133人が

参加しました。

　講師に、親子デュオ『ＦＬＡＴ　ＷＯＲＬＤ

（フラットワールド）』の中山洋一さんと賢一郎さ

んを招き、「心に熱と光をもとめて」と題して

トーク＆コンサートを開催。父の洋一さんが受け

た差別体験などを語ったり、体験を基に自ら作

詞・作曲した曲などを歌ったりして、参加者に人

権同和問題に対する思いや考えを訴えました。

　洋一さんは、「差別の正体は、人を見下す感情。

他人を差別する人は自分自身をも差別するように

なる。人を差別する『心のくせ』を取り除くこと

で、しなやかで温かい心を持った人間になること

ができます」と話しました。

　
３
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

岩
下
・
緑
町
の
市
街
地
ほ
か
で
、
第

３
４
５
回
甲
佐
初
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
春
の
伝
統
の
祭
り
は
、
甲
佐
町
商

工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）
が
主
催
。

会
場
に
は
、
苗
木
や
花
苗
、
庭
木
な

ど
を
扱
う
露
天
商
が
約
40
店
並
ん
だ

ほ
か
、
商
店
街
に
よ
る
サ
ン
マ
の
大

安
売
り
や
手
づ
く
り
カ
リ
ン
ト
・

ド
ー
ナ
ツ
販
売
、
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
「
つ
き
た
て
も
ち
販
売
」、
甲

佐
町
文
化
協
会
と
商
工
会
女
性
部
に

よ
る
作
品
展
示
、
今
年
で
３
回
目
と

な
る
「
こ
ど
も
相
撲
大
会
」
な
ど
も

開
催
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
ま
た
、
初
市
名
物
「
五
郎
飴
」
の

店
先
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　３月21日（木）町内小・中学校のＰＴＡ

会長から町に、学校給食用の食材が贈呈され

ました。

　贈呈されたのは、タケノコ、ニラなどの地

元産の農産物。井藤光徳甲佐中ＰＴＡ会長ら

は「地産地消にこだわって安全な食材を厳選

しました。子どもの健やかな成長に役立てて

ください」とあいさつ。贈呈を受けた奥名克

美町長は、「この食材を活用して、今後とも

町給食センターでおいしい給食を作っていき

たい」と話しました。

春の訪れを告げるにぎわい
第345回甲佐初市

安全でおいしい給食を
小・中学校のＰＴＡ会長が町に食材贈呈

▲奥名町長（写真右）に食材を贈呈する井藤会長（同左）

差別のない明るい社会を　
平成24年度甲佐町人権教育講演会

▲親子デュオ『ＦＬＡＴ　ＷＯＲＬＤ（フラットワールド）』を講師に
招き、「心に熱と光をもとめて」と題して開催された人権教育講演会

▼

市
街
地
に
並
ん
だ
植
木
市
を
見
て
回
る
見
物
客
た
ち


